
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
新
産
業
振
興
課
）　

　

一

 
告

示

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

三

 
雑

報

〇
宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
平
成
二
十
三
年
度
決
算
の
要
旨
の
公
表 

三

〇
仙
台
市
職
員
共
済
組
合
平
成
二
十
三
年
度
決
算
の
要
旨
の
公
表 

五

 
規

則

　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
三
号

　
　
　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
の
表
材
料
加
工
関
連
機
器
の
項
中

 

をに
改
め
、
同
表
電
子
・
情
報
関
連
機
器
の
項
中

をに
改
め
、
同
表
工
業
デ
ザ
イ
ン
関
連
機
器
の
項
中

をに
改
め
、
同
表
分
析
・
測
定
関
連
機
器
の
項
中
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「

五
軸
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

一
時
間
に
つ
き 

三
、
七
〇
〇
円

」

「

五
軸
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

電
子
顕
微
鏡
試
料
作
製
用
ス
ラ
イ
サ
ー

メ
ル
ト
イ
ン
デ
ッ
ク
サ

超
音
波
厚
さ
計

一
時
間
に
つ
き 

三
、
七
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

三
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

九
〇
〇
円

」

「

顕
微
鏡
機
能
付
き
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

「

顕
微
鏡
機
能
付
き
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

全
光
束
測
定
シ
ス
テ
ム

通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
解
析
機
能
付
き
デ
ジ
タ
ル
オ
シ
ロ
ス

コ
ー
プ

光
学
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
（
光
線
追
跡
式
）

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

七
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

「

光
造
形
シ
ス
テ
ム
（
Ⅲ
）
ｉ
Ｐ
ｒ
ｏ

一
時
間
に
つ
き 

三
、
九
〇
〇
円

」

「

光
造
形
シ
ス
テ
ム
（
Ⅲ
）
ｉ
Ｐ
ｒ
ｏ

ウ
エ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
装
置

一
時
間
に
つ
き 

三
、
九
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

一
、
〇
〇
〇
円

」

「

熱
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｇ
／
Ｄ
Ｔ
Ａ
、
Ｄ
Ｓ
Ｃ
、
Ｔ
Ｍ

Ａ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
）

一
時
間
に
つ
き 

一
、
〇
〇
〇
円

を



ロ
天
秤
」
を
「
電
子
天
秤
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
許
可
が
な
さ
れ
た
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
五
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
五
十
七
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

村
田
町
小
谷
地
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
迫
六
番
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
三
年
十
二
月
六
日

四　

変
更
の
内
容

　
　

収
入
金

　
　

（
変
更
前
）
第
六
条
（
五
）
規
定
無
し

　
　

（
変
更
後
）
第
六
条
（
五
）
賦
課
金

　
　

賦
課
金

　
　

（
変
更
前
）
第
六
条
の
二　

規
定
無
し

（
変
更
後
）
第
六
条
の
二　

前
条
第
五
号
の
賦
課
金
の
額
及
び
賦
課
徴
収
の
方
法
は
、
総
会
の
議
決
に
基
づ
き
定

め
る
。

　
　

過
怠
金
及
び
催
促
手
数
料

　
　

（
変
更
前
）
第
六
条
の
三　

規
定
な
し

（
変
更
後
）
第
六
条
の
三　

前
条
に
規
定
す
る
賦
課
金
を
滞
納
し
た
場
合
は
、
そ
の
滞
納
の
日
数
に
応
じ
て
年

十
・
七
五
％
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
（
百
円
未
満
切
捨
）
を
過
怠
金
と
し
て
徴

収
し
、
催
促
し
た
場
合
に
は
、
土
地
区
画
整
理
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

額
の
催
促
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

五　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
五
十
八
号

　

名
取
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
六
月
十
九
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

薩　
　

川　
　

昌　
　

則　
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表
面
分
析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）

一
時
間
に
つ
き 

四
、
三
〇
〇
円

」

「

熱
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｇ
／
Ｄ
Ｔ
Ａ
、
Ｄ
Ｓ
Ｃ
、
Ｔ
Ｍ

Ａ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
）

一
時
間
に
つ
き 

一
、
〇
〇
〇
円

」
に
、
「
ミ
ク

事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
三
〇
〇
二
五
五

〇
四
一
一
五
〇
〇
三
二
五

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し

お
が
ま

塩
竈
市
清
水
沢
四
丁
目

三
十
九
番
五
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
大
崎
太
陽
の

村大
崎
市
岩
出
山
東
御
名

掛
一
五
〇－

一
、
一
五

二

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

設
置
者
名

一
般
社
団
法
人

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

ポ
ー
ト

社
会
福
祉
法
人

聖
心
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
四
年

六
月
一
日

平
成
二
十
四
年

七
月
一
日



〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
五
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
田
北
部
土
地
改
良

区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

大　
　

内　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

就
任
し
た
者

二　

退
任
し
た
者

 

 
雑

報

〇
宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
定
款
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理　
事　
長　
　

井　
　

口　
　

經　
　

明　
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就

任

年

月

日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

氏　
　
　

名

星　

公

司

白

石

國

詔

及

川

徳

浩

及

川

健

一

�

橋

孝

喜

�

橋

弘

志

�

橋

一

夫

星　
　
　

己
年
夫

佐
々
木　

英　

俊

遊

佐

吉

信

細

目

茂

夫

相

馬　

好

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

登
米
市
迫
町
新
田
字
山
居
三
十
番
地
一

登
米
市
迫
町
新
田
字
井
守
沢
二
百
九
番
地

三
十

登
米
市
迫
町
新
田
字
山
崎
二
百
四
十
五
番

地
十
八

登
米
市
迫
町
新
田
字
大
形
十
九
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
錠
穴
六
十
九
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
飯
島
九
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
飯
島
七
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
境
田
二
十
六
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
彦
道
二
百
番
地
三

登
米
市
迫
町
新
田
字
番
屋
八
十
六
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
大
鹿
野
二
十
六
番
地

一登
米
市
迫
町
新
田
字
下
品
ノ
浦
九
十
番
地

役
職
名

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

監

事

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

高

橋

勝

慶

小

関

松

男

小

林

征

輝

石

川 

滉

星 

公

司

相

澤

重

男

石

川

豊

治

白

石

國

詔

高

橋

東

五

及

川

徳

浩

及

川

健

一

遊

佐

吉

信

石

川

義

則

細

目

茂

夫

登
米
市
迫
町
新
田
字
飯
島
十
七
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
山
守
屋
敷
百
四
十
四

番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
彦
道
百
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
下
品
ノ
浦
一
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
山
居
三
十
番
地
一

登
米
市
迫
町
新
田
字
番
屋
六
十
六
番
地
四

登
米
市
迫
町
新
田
字
品
ノ
浦
四
十
五
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
井
守
沢
二
百
九
番
地

三
十

登
米
市
迫
町
新
田
字
飯
島
二
十
三
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
山
崎
二
百
四
十
五
番

地
十
八

登
米
市
迫
町
新
田
字
大
形
十
九
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
字
番
屋
八
十
六
番
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第2368号　平成24年６月26日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

宮城県市町村職員共済組合平成23年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

２　組合員数及び給料月額は，次のとおりである。

３　組合職員の数は，次のとおりである。

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。

合　　計一部事務組合等村町市

521812112

合　　計任意継続船員一般長　　期特定消防市町村長一　　般組 合 員 の 種 別

18,4765271221,7843416,117組合員数（人）

5,651,086　4,4841,032508,16420,9445,116,462長期
給料月額（千円）

5,839,771159,7074,4841,032508,16427,0735,139,311短期

314,841　373,639516,000284,845616,000317,458長期１人当たり
給料月額（円） 316,073303,049373,639516,000284,845796,265318,875短期

（単位：人）

計物　資貸　付貯　金宿　泊保　健業　務経　理　単　位

311134220人　　　　　員

（単位：千円）

物　資貸　付貯　金宿　泊保　健業　務預託金管理長　期短　期区　　　　　分

（収　　　入）

238,114193,826　16,360,9945,096,451負担金

232,453　　8,422,5385,285,165掛金

247,908施設収入・商品売上

18,894　　10,27474,293　　　連合会交付金

3253,142564,448414401129259,740　318利息及び配当金

29,6646514,54846216,601290　　4,583,654その他収入

　　　105,115　2,736　　　他経理から繰入金

　　　　　　　862,848前年度繰越支払準備金

29,667272,687568,996353,899497,843271,274259,74024,783,53215,828,436計

（支　　　出）

9,338,290給付金

16,360,994負担金払込金

8,422,538掛金払込金

5,0916,02343,971116,83226,671130,608役職員給与

23,615特定健康診査等費

5692,7273,1211,9253,44511,084旅費・事務費

9,066商品仕入

42,937飲食材料費

5,8037,0224,074委託費

19,197216,455424,520259,740支払利息

87老人保健拠出金

436,209退職者給付拠出金

2,016,332前期高齢者納付金

1,762,637後期高齢者支援金

795,154介護納付金

9,841143,498連合会払込金

439,130連合会拠出金

105,1152,736他経理へ繰入金

4,16719,9416,031166,280237,033120,05416,090その他支出

823,791次年度繰越支払準備金

29,024254,987477,643342,843402,901265,820259,74024,783,53215,773,954計

64317,70091,35311,05694,9425,45454,482差引当期利益金

差引当期損失金

823,791年度末支払準備金

9,6731,515,07419,40440,923年度末資本剰余金

157,535578,6641,597,67921,0891,240,065339,584616,235年度末利益剰余金
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（5）　 平成24年６月26日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2368号　　 



第2368号　平成24年６月26日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）

仙台市職員共済組合平成23年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

２　組合員数及び給料月額は，次のとおりである。

３　組合職員の数は，次のとおりである。

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。

合　　計市

11

合　　計任意継続特定消防市　　長一　　般組 合 員 の 種 別

9,25810496118,192組合員数（人）

3,139,627308,6796202,830,328長期
給料月額（千円）

3,173,64128,899308,6791,0482,835,015短期

342,979321,206620,000345,499長期１人当たり
給料月額（円） 342,800277,878321,2061,048,000346,071短期

（単位：人）

合　計貸　付業　務経　理　単　位

523人　　　　　員

（単位：千円）

預　託貸　付貯　金保　健業　務長　期短　期区　　　　　分

（収　　　入）

92,17134,1629,327,6522,754,459負担金

90,0334,708,5942,777,574掛金

施設収入・商品売上

109,979138,797144,063491701,319利息及び配当金

19,5293,02731,4581,060,401その他収入

10,463他経理からの繰入金

426,125前年度繰越支払準備金

109,979158,326144,063185,72276,15314,036,2467,019,878計

（支　　　出）

3,620,263給付金

13,2831,5942,81532,467役職員給与

9984754806,676旅費・事務費

1941437,6512,652委託費

109,979109,974119,955支払利息

5,95014,036,24678,634連合会払込金

241,378連合会拠出金

44老人保健拠出金

238,295退職者給付拠出金

1,108,770前期高齢者納付金

923,004後期高齢者支援金

病床転換支援金

429,683介護納付金

10,463他経理へ繰入金

20,867541166,66031,244934その他支出

436,941次年度繰越支払準備金

109,979151,266122,708177,60673,03914,036,2467,088,409計

7,06021,3558,1163,114△ 68,531差引当期利益金

436,941年度末支払準備金

1,513年度末資本剰余金

1,126,542324,953338,84844,125956,101年度末利益剰余金


